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植物には長鎖塩基の8位2重結合にシス型とトランス型を持つグルコシルセラミドやセラミド異性体が数多く存在するが、それら
の物質のLC-MS/MSでの定量分析は困難であった。その理由は、それら異性体のLC-MS/MSにおけるフラグメンテーションパ
ターンが全く同じであり、しかも、ODS逆相カラムでの分離が難しいためであり、さらには、植物由来セラミドの標準品が市販
されていないからである。そこで私たちは、種々のODSカラムでの分離を試し、さらには、ヒト由来グルコセレブロシダーゼで
あるイミグルセラーゼを用いることによって、市販されている植物由来グルコシルセラミド標品からセラミドを作製した。その
結果、東ソー社製のTSKgel ODS-120A カラムを用いることによって、それら異性体の分離ができ、LC-ESI-MS/MSでのグルコ
シルセラミド、セラミド異性体の定量分析が可能になった。
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Direct LC–ESI–MS/MS analysis of plant glucosylceramide and ceramide species with 8E and 8Z isomers of the long
chain base.
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